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セゾン投信株式会社

セゾン投信株式会社（本社：東京都豊島区、代表取締役会長CEO：中野晴啓）は、主に国内に上

場する中大型の株式を投資対象とし、企業、投資家とのエンゲージメントを重視したアクティブ運

用の公募型投資信託「セゾン共創日本ファンド」を2022年2月1日に新規設定いたします。

私たちは創業以来、世界中に分散投資する２本のファンドを提供し、長期・積立・国際分散と

いう投資行動を広めることで、生活者の経済的自立を支援してきました。そして、それは今後も変

わることはありません。

しかし、運用会社としての社会的責任がいっそう増す中で、わたしたちは、日本の資本市場に

おける課題にも向き合うべきではないかと考えました。持続可能な善き社会を実現するためには、

企業と運用会社と投資家が三位一体となり、みなが高い志を共有しなければなりません。

幸いなことに高い志を持ち、理想を諦めない日本の経営者たちがいます。彼らをわたしたち長期

投資家が励まし応援することが金融の本来の役割です。長期にわたる応援の成果として、単に投資

リターンを得るだけでなく、日本の国力の強化にも貢献するという強い決意を胸に、わたしたちは、

創業から15年のいま、満を持して3本目のファンドの提供を決定いたしました。

新規設定にあたり、新ファンド説明会開催及び専用特設電話「セゾン共創日本ファンド専用お客

さま窓口」（03-3988-8735）を1月5日より開設します。

2022年1月5日

◆ 新ファンド説明会（リアル開催）スケジュール

【日時】2022年1月16日（日）14:00～16:00（開場13：40）
【会場】損保会館 大会議室
【住所】東京都千代田区神田淡路町2-9

2022年1月22日（土）札幌、 2022年1月23日（日）名古屋
2022年1月29日（土）福岡、 2022年1月30日（日）大阪にて
順次開催いたします。

※詳細はセミナー情報をご参照ください。⇒https://www.saison-am.co.jp/seminar/

日本株ファンド「セゾン共創日本ファンド」

新規設定及び説明会のお知らせ



名 称 ：セゾン共創日本ファンド

販売会社：セゾン投信株式会社（直販）

届出日 ：2022年1月5日

当初募集：2022年1月21日（金）～1月31日（月）※専用受付電話のみ

設定日 ：2022年2月1日

手数料 ：購入時手数料なし 信託報酬年1.012%（税抜年0.92%）信託財産留保額 0.1%

投資対象：国内に上場する中大型の株式

■ファンドの目的

当ファンドは、国内に上場している株式に長期的な展望に基づいて投資し、信託財産の成長と、豊

かな社会の実現を目指します。

■ファンドの特色

■概要

１．長期厳選集中投資

（1）徹底したボトムアップ・リサーチにより長期的に可能性を秘めた企業を厳選
します。

※一銘柄あたり10%を超える可能性がある特化型運用を行います。ただし原則
20銘柄以上保有し、一銘柄の投資割合は15％以内とします。

（2）企業との対話を通して企業価値の向上を図り、さらなる超過リターンの実現を
目指します。

２．銘柄選択の基準

（1）人々が抱える切実な課題に向き合い、その課題を解決できる社会的意義の大
きな製品やサービスを提供しているか。

（2）人々の潜在ニーズを顕在化して業界のトップを走る企業か。

（3）顧客だけでなく、仕入先、従業員、株主を含むステークホルダー全体に対して
適切な対応ができるか。

３．参加型投資信託

（1）直販ならではのお客さまと運用チームの双方向のコミュニケーションを実現
するコミュニティを形成します。

（2）幅広いテーマの勉強会や投資先企業とのコミュニケーションイベント等の実
施検討をすすめます。

■概要

「セゾン共創日本ファンド専用お客さま窓口」

03-3988-8735

営業日時 2022年1月5日(水)～1月31日(月)
平日9：00～17：00
当初募集期間のみ土日も営業します。



平成期を通じた日本経済の潜在成長率低迷は、国内資本市場の相対的

な凋落に直結して、海外長期投資家からの関心も薄らぐばかりです。

しかしながら、我が国産業界が蓄積して来た潜在的競争力を高度なガバ

ナンスの体現により顕在化させることで、少なからぬ日本企業は競争上

の優位性を蘇らせることが出来るはずです。そこへの働きかけと実行を

促すのがエンゲージメントです。セゾン投信は日本の資産運用業者とし

て、資本市場を通じてこのミッションを果たしてまいります。

これまでグローバルに分散したポートフォリオを皆さまに提供するこ

とで、地球経済の長期に安定した成長軌道を捉えてゆったりとお金を育

てて行く、長期国際分散投資を徹底して提唱してまいりました。そのコ

ンセプトはこれからも当社不変の理念です。他方で、私たちは日本を生

き抜く生活者として、日本の長期衰退基調を決して看過するわけにはい

かないでしょう。

「セゾン号」の次なる行動提起は、長期投資で育ったお金を、日本の産

業界に規律と緊張感をもたらすと共に健全な事業成長に資する良質な長

期産業資本として提供し、生活者にその恩恵が還流する好サイクルを私

たち長期投資家主導で創出して行くことだと考えております。その実現

に向けたチャレンジが「セゾン共創日本ファンド」です。

私は、ファンドマネジャーとして過去２０年以上にわたり日本株式

市場と向き合って参りました。その間、世界は類をみない厳しいデフ

レの時代を迎え、日本企業は急激な円高や勃興するアジア企業との競

争にさらされてきました。それでも日本の上場企業は地力を発揮し、

年率平均で過去２０年に渡り７～８％の配当成長を遂げてきたのです。

その一方で、派遣社員の比率は増え、正社員の給与も減少しました。

中小零細企業の経営は厳しく、経済格差は社会問題となっています。

わたしたちはそれをバラマキで解決することはできないと考えていま

す。遠回りのようでも、企業統治の高度化を通して、競争を勝ち抜け

る企業を育てることが急務だと考えています。

幸いなことに、我が国には潤沢な金融資産があります。私たちは、

この金融資産をもとに、勝てる事業分野や気概ある経営者を厳選し、

集中的に投資の配分をし、日本企業の底上げをはかり、あるいは、投

資先企業と共に知恵を絞って、地球温暖化や経済格差という人類共通

の大きな課題の解決に取り組むことができるのです。私たち運用チー

ムは時代の先頭に立ち、金融機関のあるべき姿をみなさまと共に考え、

その理想を追求していきたいと思います。

■代表メッセージ

■ポートフォリオマネージャーからのメッセージ

代表取締役会長CEO兼CIO

中野 晴啓

国内株式運用部長兼ポー

トフォリオマネージャー

山本 潤



＜本件に関するお問い合わせ＞

中野 晴啓
（なかの はるひろ）
1963年9月1日生

1987年、現在の株式会社クレディセゾンへ入社。セゾングループ

の金融子会社にて債券ポートフォリオを中心に資金運用業務に従

事した後、投資顧問事業を立ち上げ運用責任者としてグループ資

金の運用のほか外国籍投資信託をはじめとした海外契約資産等の

運用アドバイスを手がける。その後、インベストメント事業部長

を経て2006年セゾン投信株式会社を設立、2007年4月代表取締役

社長就任。2020年6月より現職。

山本 潤
（やまもと じゅん）
1963年10月22日生

和光証券を経て1997年、日本株運用チームの一員として米系投資

顧問クレイ・フィンレイ・インク（運用資産8000億円）に入社。

その後、英系投資顧問を中心に2004年から2017年まで日本株ロ

ング・ショート戦略マネジャーを務めた。

2017年からは株式会社ダイヤモンド・フィナンシャル・リサーチ

にて定額運用サービスを提供。2021年10月セゾン投信入社、同

年12月より国内株式運用部長兼ポートフォリオマネージャー。コ

ロンビア大学大学院修了。哲学・工学・理学の修士号を持つ。

■プロフィール

「セゾン共創日本ファンド専用お客さま窓口」 03-3988-8735

営業時間
2022年1月5日（水）～2022年1月20日（木）
平日 9：00～17：00（土日祝日を除く）

2022年1月21日（金）～2022年1月31日（月）
平日 9：00～17：00
土日 10：00～15：00

※新ファンドの購入に関するお問い合わせ以外は通常のお客さま窓口をご利用ください。
※2022年2月1日以降は通常のお客さま窓口をご利用ください。



■ この資料は、勧誘を目的とした、セゾン投信の提供する「販売用資料」ではありません。また、金融商品取引法に基

づく、開示書類でもありません。したがって投資信託の購入、売却、あるいは保有を推奨するものではありません。

■ 情報については、その正確性、信頼性、安全性等について保証するものではありません。過去のパフォーマンスは、

将来のパフォーマンスを推測する指標ではありません。

■ この情報に関する一切の権利、義務は、その情報提供者（以下「情報提供者」）に帰属します。この情報の内容は、

情報提供者の事由により変更されることがあります。

■ このメッセージに掲載された情報に基づく判断については、閲覧者ご自身の責任の下に行うこととし、万一このメッ

セージの情報により、閲覧者が損失を被ったとしても、セゾン投信、ならびにその情報提供者はいかなる損害に対して

も一切の責任を負うものではありません。

【ご留意事項】

当資料は情報提供を目的としてセゾン投信によって作成された資料であり、金融商品取引法に基づく開示書類ではあり

ません。投資信託は値動きのある有価証券等に投資しますので基準価額は変動します。その結果、購入時の価額を下回

ることもあります。また、投資信託は銘柄ごとに設定された信託報酬等の費用がかかります。各投資信託のリスク、費

用については投資信託説明書（交付目論見書）に詳しく記載されております。お申込にあたっては販売会社からお渡し

する投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。

【投資信託に関するリスクについて】

◆基準価額の変動要因

当ファンドは、株式を実質的な主要投資対象としております。一般に、株式の価格は、個々の企業の活動や業績、市

場・経済の状況等を反映して変動するため、当ファンドはその影響を受けます。（「価格変動リスク」）その他の変動

要因としては、「信用リスク」、「流動性リスク」「集中投資リスク」などがあります。したがって、投資元本は保証

されているものではなく、基準価額の下落により投資元本を割り込むことがあります。運用による損益は、すべてお客

さまに帰属します。当ファンドは預貯金とは異なり、投資元本が保証されているものではなく、一定の投資成果を保証

するものではありません。

◆その他のご留意点

当ファンドは、預金や保険契約と異なり、預金保険機構、貯金保険機構、および保険契約者保護機構の保護対象ではあ

りません。加えて証券会社を通じて購入していない場合には、投資者保護基金の対象となりません。投資信託の設定・

運用は委託会社がおこないます。

【投資信託に関する費用について】

○購入時手数料：ありません。

○信託財産留保額：換金申込受付日の翌々営業日の基準価額に0.1％の率を乗じた額が控除されます。

○運用管理費用：ファンドの日々の純資産総額に年1.012%（税抜0.92%）の率を乗じて得た額とします。

○その他費用：信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用（有価証券の売買の際に発生する手数料や、有

価証券の保管に要する費用等を含む）、監査報酬（消費税含む）、立替金の利息等が信託財産の中から差し引かれます。

なお、当該その他費用については、運用状況により変動するものであり、事前に計算方法、上限額等を示すことができ

ません。

商号：セゾン投信株式会社（設定・運用・販売を行います）

金融商品取引業者：関東財務局長（金商）第349号

加入協会：一般社団法人 投資信託協会


